
  
公益社団法⼈⽇本プロボウリング協会 

202５年度事業報告（1⽉1⽇より12⽉31⽇） 
本協会は、202５年度事業計画に基づき次の事業を⾏った。 

『公益⽬的事業 Ⅰ』 

くプロボウラー及び指導員の認定育成事業＞ 

1. プロボウラーの資格認定及び登録 

第6３回男⼦・第5７回⼥⼦プロボウラー資格取得テストを⾏い、男⼦39名・ 

⼥⼦18名が受験し、男⼦23名・⼥⼦10名が合格し登録した。 

2. プロボウラーの指導者及び⼀般の指導者の資格認定・登録事業 

・インストラクターの資格認定及び登録 

(1) 公認インストラクター「A級」・「B級」・「C級」 

A級5名、C級17名が合格し登録した。 

(2) 認定インストラクター1級・2級 

全国10地区で⾏われ1級40名、2級73名合格し登録した。  

※別途ラウンドワンジャパン様より⼈数多数につき別途開催した。 
認定インストラクター2級受講（11⽉26⽇・27⽇⼤宮）合格47名 
認定インストラクター2級受講（9⽉11⽇・9⽉12⽇城東放出) 合格51名 

3. 講座、セミナー、育成事業 

専⾨講習会を開催し、 41名の参加があった。  

4. ボウリングを通じての医・科学調査研究 

5.  ボウリング関係団体が主催する競技会⼜は講習会の指導・援助  

第57回宮杯チャリティーボウリング⼤会障害者の部協⼒ 

プロボウラー男⼥合わせて20名が参加し、ボウリングレッスンやチーム戦に協⼒した。 

6.ボウリングに関する刊⾏物の発⾏ 

・メディアガイド2025 

• 2026プロボウリングカレンダー 

7.ボウリング技術及びマナーに関する調査研究、指導及び奨励事業 

夏休みJrボウリング教室は、全国47会場2127名の参加で終了した。 

 
 
 
 



『公益⽬的事業 II』 

1. 競技会開催による普及および啓発事業 

◎主催及び共催、委託トーナメントの開催・運営を⾏った。 

 

  



 ２．ボウリング競技会の記録・管理 

1) トーナメントの公認・承認 

2) 競技会規則・統⼀ルール制定 

3) 公認トーナメント競技の記録・管理 

4) 202５シーズン各部⾨優秀者 

 

 

 

 

 ３．国際・開発委員会 

   １）第27回DSD三湖コリアンカップ インターナショナルボウリングトーナメントを公認した。 

   ２）⼤安興業プレゼンツシーホースカップ JPBAプレイヤーズトーナメント2025を新規トーナメントとして、開催 

できた。 

 

 ４．広報活動 

    2025年よりトーナメントの配信をJPBAのYou-Tubeチャンネルにて配信、8⽉より収益化できた。 

 

 ５．io.LEAGUE 

    1⽉に開催したio.LEAGUEの全対戦、及びチーム内情ふくむ映像などスペシャルエディションとして、4⽉より 

スカイA様にて毎週の帯番組にて継続放映することにより、プロボウリング広報活動に貢献できた。 

 

 
『その他の事業』 相互扶助事業 

1. 退会慰労⾦・功労⾦⽀給 

2. 弔意⾒舞⾦ 

男⼦ 安⾥　秀策
⼥⼦ ⽯⽥　万⾳
男⼦ ⼭本　　 勲
⼥⼦ 中島　瑞葵
男⼦ 宮澤　拓哉 
⼥⼦ ⽯⽥　万⾳

獲得賞⾦1位

ポイント1位

アベレージ1位


